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デジタルトランスフォーメーショ
ンの幕開け

近年，企業が新たなビジネス価値創
出やビジネス運営の変革を目的とし
て，先進的なデジタルプラットフォー
ムやICTを積極的に導入する，いわゆ
る「デジタルトランスフォーメーショ
ン」が着々と拡大してきています．デ
ジタルトランスフォーメーションによ
り創出される価値は，高性能な製品，
高品質なサービスとなって具現化さ
れ，顧客，ビジネスパートナー，従業
員 へ 新 た なUX（User eXperience）
として提供されます．

デジタルトランスフォーメーション
を形成する技術は，単なるコンピュー
タをベースとしたICTだけではなく，
そこにインテリジェンスが付加されて
いることが大きな特徴であり，そのイ
ンテリジェンスにより莫大なデータが
新しい価値を持つようになり，データ
の交換は情報交換から価値の交換へと
変わっていきます．

本稿では，デジタルトランスフォー
メーションにおける象徴的な技術であ
る，IoT（Internet of Things），AI（人
工 知 能 ）・ 機 械 学 習（ML: Machine 
Learning），ブロックチェーン ・ 分散

型台帳技術（DLT: Distributed Ledg­
er Technology）の動向と，その他の
技術を含めたDimension Dataの取り組
み，NTTグループ会社との連携につい
て紹介します．

エンタープライズ戦略に影響を与
える主要な新しい技術分野

■AIおよび機械学習
AIは， 米国をはじめとする各国です

でに普及してきている，Google Home，
Amazon Echoなどのコンシューマデバ
イスのインテリジェントアシスタント
機能の核として組み込まれています．
医療などの業界においては，人間では
識別が困難なまれなタイプのがんに関
する，インテリジェントなMRI画像解
析ツールとしても活用されてきていま
す．世の中の進歩とともに，AIは社
会のさまざまな場面で活用されるよう
になります．その基盤となるのは，機
械学習といわれる，フィードバック
ループを利用して，システムが自律的
に動作できるように組み込まれたプロ
グラミングモデルです．

通常コンピュータは，ソフトウェア
やマシンが指定したルールに基づいて
動作するようにプログラミングされま
す．AIの場合は，データの持つ意味

を理解するためのプログラムモデルを
作成し，そのプログラムモデルにより
データの持つ意味を学習し，新たな
データとして定義することで，人間に
よる入力やガイダンスがなくても動作
します．これが機械学習です．動作の
ルールを定義するのではなく，どのよ
うにデータを解釈するのかを定義する
のです．通常のコンピュータの場合，
システムでエラーが発生した場合はプ
ログラムのバグと位置付けられること
になりますが，AIの場合はバグでは
なく，システムがまだその事象を学習
していないということになります．こ
のようなAIと機械学習の仕組みによ
り，インテリジェントなモノとアプリ
の両方の開発が促進されます．
■インテリジェントなモノ

インテリジェントなモノの実例の
1 つとして，ロボティクスがありま
す．ホームセンタで顧客が品物を見つ
けるのを通路で助ける小売ロボットか
ら，ホテルの予約からルームサービス
までを提供するホスピタリティロボッ
トまで，ロボティクスはこの社会です
でに活用されています．また，医療に
おけるロボティクスでは，病院におい
て医師や看護師に医薬品や治療等で使
う消耗品を提供します．

AI 機械学習 ブロックチェーン

Dimension Dataが顧客のデジタルトランス
フォーメーションを実現

次世代のデジタルエンタープライズの形成を推進する新しく革新的な技
術分野が形成されつつあります．Dimension Data（2010年よりNTTグルー
プの一員）グループの最高技術責任者（CTO）オフィスでは，クライアン
トのデジタルエンタープライズ戦略に新しい革新的な技術分野を活用した
ソリューションを提供するため，動向を調査・追跡しています．本稿では，
AI（人工知能）と機械学習，IoT，ブロックチェーンについて説明すると
ともに，お客さまがこの革新的な技術を利用するための基盤となるインフ
ラに関するDimension Dataの取り組みを紹介します．

Nadeem Ahmad

Dimension Data
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インテリジェントなモノのもう 1
つの例に，工場，農場といった専用環
境向けの自律走行車があります．鉱業
では自律走行トラックを使用し，鉱石
採掘のための自律掘削メカニズムとの
組合せにより，数億ドルを節約してい
ます．農業トラクターは，農場の状況
に合わせて稼動しています．

現在のところ，これらは特殊なユー
スケースではありますが，今後，企業
等一般に浸透してくるにしたがって，
倉庫，病院，一般のオフィスといった
場所を問わず，業務内容 ・ 形態とは無
関係に，顧客にどのような価値を提供
し，顧客のデジタル戦略にどのような
影響を及ぼすかということを考慮して
いかなければなりません．
■インテリジェントなアプリ

企業では，新しいアプリのカテゴリ
（業務プロセス）を作成するためにAI
と機械学習を用いています．これによ
り期待される業務の変革の中で，特に
業務効率化に重点が置かれています．
例として，マクドナルドが挙げられま
す．マクドナルドでは品質を保証し，
高めるため，ハンバーグのバンズ製造
過程に自動検査を導入することで，人
間または手作業のプロセスを上回る効
率を実現しています．写真分析装置を
使用して， 1 分間に1000個以上のバン
ズの色，形状，ゴマの分布を自律的に
検査し，適切に焼きあがるようにオー
ブンを自動的かつ継続的に調整しま
す．これにより，年間数千ポンドの製
品の無駄が解消され，生産が迅速化さ
れ，手作業によるコストが削減されま
した．

次に，Memorial Sloan Ketteringの
がん専門医などのバーチャルパーソナ
ルアドバイザーです．ここではバック
エンドでIBM Watsonを使用していま
す．医師はすべてのがん臨床試験の最
新情報に通じているわけではありませ
ん．また，患者の生命にかかわる重大
な問題でもあるため，がん患者の新し
い治療法 ・ 治療計画を検討する際に
は，医師が集まり，さまざまな情報源
から研究情報を引き出して議論しま
す．このアドバイザーは，検討の場に
おける新たな情報源であり，これによ
り世界各地に散在する莫大な量のがん
臨床試験の研究データから，従来人間
の能力では確認できなかった独自の所
見，見解を提供することができます．

次世代のデジタル企業を，AIツー
ルの運用効率，投資効果の観点からサ
ポートするための取り組みとして，コ
ラボレーション分析が必要です．
Dimension Dataでは，使用者，使用
頻度，音声＆ビデオ会議およびメッ
セージングを含むコラボレーションに
関する分析レポートを作成して提供し
ています．
■IoT

IoTにより，ビジネス機能サポート
を目的とした，ユーザ向けのエクスペ
リエンスが構築されますが，その実現
過程は，単にエッジやプラットフォー
ム，アプリケーションレイヤに技術を
導入するよりもはるかに複雑です．こ
こでは，エッジに関連する技術に焦点
を当てて紹介します．

（1）　複数の業務を網羅するIoT
エンドポイント管理はIoTの重要な

要素です．Dimension Dataのエンター
プライズモビリティチームでは，IoT
デバイスの日常的な管理と，従来の
MDM（Mobile Device Management）
ま た はEMM（Enterprise Mobility 
Management）システムにエンドポイ
ント管理機能を取り入れる方法を検討
しています．耐用年数の長い重要な「モ
ノ」には，設置，撤去，移転といった
物理的な管理と，デバイスの稼動状況，
通信状況，ファームウェアの更新，診
断，およびクラッシュ分析，バッテリ
状態等のモニタリングが必要です．さ
らに，エンドポイントはセキュリティ
上の脅威に対して脆弱であるため，リ
モートセキュリティ管理が必要となり
ます．また，別の側面として，IoTで
は数千のデバイスを管理するという，
管理規模に関しても考慮する必要があ
ります．

IoTにおける通信は，デバイスの
バッテリ寿命，コスト，通信密度，デー
タ量を考慮すると，LPWAN（Low 
Power Wide Area Network）経由の
接続が適しています．ユースケースと
して，スマートシティ，電力量計，環
境モニタリング，機器追跡，テレメト
リ ー な ど が 挙 げ ら れ，Dimension 
Dataではネットワーキング部門で顧
客への適用を検討しています．現在，
グローバルスタンダードが整備されて
いない点と，サービス品質の安定が課
題となっています．

また，コラボレーションチームでは，
IoTによる従業員への新たなエクスペ
リエンス提供について検討していま
す．IoTの出現とともに，温度センサ，
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照明，AV機器（スピーカー，マイク）
などのコネクティッドアセットによ
り，会議室に入ると照明が点灯し，部
屋に人がいることを検知して適宜室温
等の環境制御を調整し，さらに，会議
の出席予定者数に対して，出席者数を
検知して，その情報をバックエンドの
管理システムに送信する，コラボレー
ションスマートスペースが実現し
ます．

（2）　ユースケース展開の現状
南北アメリカでIoTにもっとも費用

を費やしている業界は，製造業と輸送
業です．ウェアラブルカメラや交通の
流れ改善への利用は，政府のセキュリ
ティ関連予算の増加により急速に進展
しているユースケースです．アジア ・
オセアニアおよび欧州においては製造
業，輸送業のほか，電力業界では，建
設機械管理や環境モニタリングを中心
としたエンタープライズユースケース
がみられます．また，世界全体で，医
療業界においては患者のモニタリン
グ ・ エクスペリエンス等におけるユー
スケースが拡大しています．

スマートアプライアンスに加えて，
システムの自動化と救急サービスは， 
IoTの代表的なユースケースであり，
具体的な例を次に挙げます．

①　高付加価値資産であるシステム
のセキュリティ確保とモニタリン
グは，特に建設業界や医療業界で
は非常に重要なユースケースで
す．資産の紛失や盗難は絶えず発
生しているため，場所や燃料消費
量や温度許容値などの測定メトリ
クスを追跡するセンサを設置する

ことにより，資産の損失やダウン
タイムが短縮されました．

②　「コネクティッドワーカー」の
実装によって，作業者の場所を追
跡し，作業者が着用するRFタグ
に警告するための，インテリジェ
ントな換気システムを操作 ・ モニ
タリングできるようになり，危険
な作業領域（鉱山など）における
従業員の安全性が向上しました．
この実装で，緊急時に素早く労働
者が避難することができます．

（3）　Dimension Dataのプロジェクト
IoT分野におけるDimension Dataの

顧客のエクスペリエンスは，コネク
ティッドシティ（バルセロナ）からコ
ネクティッド医療（オーストラリアと
米国）に至るまで，多くの業界や地域
に広がり，革新的な技術を使用したデ
ジタルトランスフォーメーションに乗
り出す多くの顧客をサポートしていま
す．ここでは，IoT，データ加工 ・ 分析，
およびコネクティッドインテリジェン
トデバイス ・ センサを使用した， 2 つ
のユースケースに関係するプロジェク
トを紹介します．

スポーツ業界との関係を維持し，既
存のファンや技術に精通した若い視聴
者に対応するため，Amaury Sport 
Organisation（ASO）では，ツールド
フランスをはじめとするプロサイクリ
ングレースの視聴体験に革新を起こす
必要がありました．ASOでは，世界
のスポーツメディアを視聴する方法を
デジタルトランスフォーメーションが
変えつつあることを期待しています．
Dimension Dataは 公 式 技 術 パ ー ト

ナーとして提携することで，ASOで
はライブ追跡やデータ分析を使用し
て，第二画面を利用した視聴体験をプ
ロサイクリングで実現しました．レー
ス中にソーシャルメディアを通じてオ
ンラインで，またTVでリアルタイム
の追跡データの公開も実施しました．
このソリューションでは，各自転車に
搭載されている追跡デバイスがすべて
モバイルのデータセンタ，さらに
Dimension Dataのクラウドに接続さ
れています．集められたデータは分析
され，その結果が世界中のTVやイン
ターネットの画面で放映されました．

Dimension DataのConnected Con­
servation ソリューションは，デジタ
ルトランスフォーメーションに注力し
ているもう 1 つの例です． このソ
リューションにより南アフリカで危機
が差し迫っている，サイの密猟が抑制
されました．このソリューションでは，
動物保護区域を訪れた人の指紋やID
のスキャン，ビデオキャプチャなどを
含む入退場情報をデジタル化して電子
記録として作成し，それを分析するこ
とで，保護区からの退出予測時間が作
成されます．さらに，収集データは継
続的に分析され， 密猟が行われている
かどうかを判断し，当局へのエスカ
レーション要否に関する適切な判断を
行うことができるようになりました．
マルチスクリーンでの通信とワイヤレ
スネットワーク接続により，レン
ジャーはどの地域でも常に複数のデバ
イスに接続されています．そのため，
必要なときに，遅れることなく行動す
ることができます．このソリューショ
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ンは，安全なネットワークとデータフ
ローを提供するように設計されてお
り，情報が誤った人物にわたるリスク
や，犯罪者がシステムをハッキングし
て保護区に立ち入るために訪問者記録
を改ざんするリスクを排除します．
■ブロックチェーン

ブロックチェーンは信頼性に乏しい
環境においても，信頼を確保してトラ
ンザクションの記録と検証を行うため
の分散型電子台帳です．ブロック
チェーンは，クラウド内のシンプルな
公開台帳と考えることができます．こ
の台帳には，ヘッダにデジタル署名を
含むトランザクションが記録され，
ノードの分散型ネットワークを介して
入力（追加のみ）されます．ブロック
と呼ばれる一連のトランザクションは
一括で承認され，台帳にチェーンのよ
うに継続的かつ連続的に記録 ・ 追加さ
れます．連続する各ブロックには，ブ
ロックごとの結果を提供する暗号化ア
ルゴリズムである「ハッシュ」が格納
されています．ブロック内のいずれか
のレコードを改ざんするとハッシュが
変更されるため，不正行為がなされた
ことが明らかになります．ハッシュ
コードを利用した暗号化により，トラ
ンザクションの信頼性が確保されるた
め，トランザクションレコードの検証
または決済において，集中型システム
でのシステムで一括して管理する必要
はありません．トランザクションの処
理や記録の保持を，より低コストで効
率的に行うことができるようにするた
め，ここでは確認済みの，プロトコル
を使用します．

ブロックチェーンのキラーアプリの
一種であるSmartContract（スマート
コントラクト）は，各ビジネスプロセ
スが独自に実行できる，インテリジェ
ント電子契約システムを構築するうえ
で大変有望です．SmartContractは，
患者の医療記録の保管，車の所有権や
出荷記録のトレース，さらには都市部
における光熱費の使用状況のトレー
ス，医療機関が医薬品のトレースへの
応用も可能です．

ブロックチェーンとDLTは，従来
のような集中型のトランザクションモ
デルが介在しない分，処理の速度とコ
スト面において，多くの企業の運用モ
デルに対して大きな変革をもたらし
ます．

（1）　ユースケース展開の現状
ブロックチェーンのユースケースは

金融サービス業界（FSI）で広く展開
されていることが分かります．FSI以
外では，製造と資源，流通と物流にお
いて投資がなされ，その有用性が検証
中です．その他，記録の来歴と不変レ
コードを確立する技術を必要とする公
共セクタおよび政府セクタにおいて
も，活用機会があると考えています．
アジア太平洋地域だけでなく欧州およ
び中東アジア（MEA）の企業は，新
たな法規制の整備により，電力業界に
おける決済において，電力の直接販売
を容易にするピアツーピアの取引が促
進され，ブロックチェーンが展開され
てきています．南北アメリカにおける
活用の大半は，銀行業務とプロセス型
生産に関するものです．

分散型電子台帳関連のテクノロジで

あるブロックチェーンのユースケース
の中で，次の ３ つがその代表的なもの
となります．

①　効率性，信頼性，可視性，トレー
サビリティおよびこれらのマ
ネージメントが重要となる国際
間 ・ 複数の業界間の支払い決済に
おいて，ブロックチェーンにより
新たなルールと仕組みが提供され
ます．

②　製品がバリューチェーンの各プ
ロセスを移行していく際に，ブ
ロックチェーンを利用してプロセ
スごとにその履歴等を記録するこ
とにより，トレーサビリティと信
頼性が担保されます．

③　生活のあらゆる場面において登
場するIDと認証を含むその管理
が，急速に重要性を増してきてい
ます．多くの国でプライバシー保
護や情報セキュリティが法制度も
含めて議論されている中，IDと
それに紐付く個人情報や財務
データ等の重要な情報管理にブ
ロックチェーンを利用すること
で，IDの正確性，信頼性が確保
されます．

（2）　ブロックチェーンおよびDLT
エコシステムでの役割

Dimension Dataは，当社のネット
ワーク，セキュリティ，データセンタ ・
クラウドに関する専門知識，およびシ
ステム統合の経験を活用して，さまざ
まなブロックチェーンネットワークお
よびレガシーシステム間での相互運用
機能をソリューションとして，DLT
プラットフォームベンダに提供してい
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ます．今後は，大手DLTプラット
フォームベンダや，everisなどのアプ
リケーション開発およびコンサルティ
ング会社との継続的な連携を見込んで
います．

サービスレイヤ - プラットフォームが提供す
るマネージドサービスの主要コンポーネント

顧客のデジタルトランスフォーメー
ション実現のためには，マネージド
サービスが必要となります．Dimen­
sion Dataの基本的なマネージドサー
ビスプラットフォーム（MSP）とそ
の実現のため主要な要素であるサービ
スレイヤを紹介します．

■サービスレイヤとは
Dimension Dataのマネージドサー

ビスプラットフォーム（MSP）は，
プレゼンテーションレイヤおよびアプ
リケーションレイヤからインフラレイ
ヤに至るまでの複数のレイヤをカバー
しています．その中で，MSP内の 1
つの主要な要素は，サービスレイヤと
呼ばれ，素早い統合，自動化，および
分析のために共通サービスの抽象化

（共通概念）を提供します．サービス
レイヤには，ハイブリッドITを実現
するために設計された，次のような主
要な機能があります（図 1 ）．

①　すべてのワークロードに必要な
共通サービスの抽象化：抽象化で

は，ID，メタデータ，統合，分析，
DevOps，ポータルフレームワー
クを扱います．

②　基盤となるインフラからの
ワークロードの分離：リファレン
スアーキテクチャと，基盤となる
物理インフラまたは仮想インフラ
との緊密な結合を効果的に除去し
ます．

③　自動化された検出と修復：プロ
ジェクトを展開するとき，既存の
環境を新しいアーキテクチャやプ
ラットフォームに移行する準備を
整える際に，繰り返し問題が発生
しました．現在は，ワークロード
レベルでこれらに自動的に対応で
きるようになりました．

■サービスレイヤの概要
サービスレイヤはAPI（Application 

Programming Interface）主導のマイ
クロサービスアーキテクチャです．プ
ラグイン可能なフレームワークで100
以上のマイクロサービスの拡張可能な
コンポーネントで構成されるマルチ
サービス編成をサポートします．この
サービスレイヤは，グローバルに展開
されており，10カ国以上で20拠点の
データセンタが稼動し，政府および教
育，製造，物流，通信，銀行などの主
要セクタにまたがる180以上のエン
タープライズ顧客にサービスを提供し
ています．また，30万人以上のエンド
ユーザをサポートし， 1 日に100万件
を超えるトランザクションを処理して
います．

現在サービスレイヤでサポートされ
ている一般的なワークロードには，

図 1 　サービスレイヤにより実現するハイブリッドIT
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CaaS（Computing as a Service），
Microsoft Exchange向けマネージド
クラウドサービス（Skype for Busi­
ness，Skype for SharePointを含む），
ユニファイドコミュニケーションおよ
びマネージドバックアップがありま
す．これらの製品に共通する機能には，
自動オンボード，自動プロビジョニン
グ，およびよりシンプルな管理とモニ
タリングがあります．

サービスレイヤには，共通の課題に
対処するための次の複数のコンポーネ
ントがあります（図 2 ）．

①　ID：顧客のActive Directory環
境と統合するためのID管理機能．
この機能により， メールボックス
とOfficeアカウントが確実に各
ユーザの企業IDに関連付けられ
るようにします．

②　メタデータ：顧客が展開した
サービス，プロビジョニングされ
たユーザ，最上位の構成情報に関
する主要な情報は，MSPのメタ
データシステムに格納されます．

③　統合：統合機能は，オンプレミ
スのActive Directoryとクラウド
でホスティングされているActive 

Directory間でユーザを同期させ
るための機能です．さらに，MSP
の非同期メッセージング機能を使
用して，新しいユーザアカウント
の自動プロビジョニングを可能に
します．

④　分析：分析機能は，管理者によ
るシステムアクセスを監査し，顧
客に適切な課金が行われるよう，
顧客ごとの使用状況レポートを生
成し，リソース使用率を計測する
ための機能です．

⑤　DevOps：展開，マルチクラウ
ドライブラリ，クラウドポータル，
ならびにTerraform，Chefなどの
一般的なDevOpsツールへの統合
に対応します．共有コードは
GitHubにあります．

⑥　ポータルフレームワーク：ポー
タルフレームワークを活用するこ
とで，Webベースの管理インタ
フェースは，Dimension Dataの
他のクラウドサービスとブラン
ディングおよび操作方法が共有さ
れており，会社の資格情報を使用
したシングルサインオンエクスペ
リエンスを提供します．

■ケーススタディ
一部の顧客は，複数の業界を網羅す

るマネージドサービス製品として，当
社のサービスレイヤをすでに活用して
います．オセアニア地域の大規模な政
府機関では，旧式のメールボックスに
かかる高いコストや，アーカイブ，
Skype for Business（S4B）などの新
サービスの追加に苦慮しており，以前
のプロバイダからのシームレスな移行
を容易にするためのマネージドサービ
ス を 探 し て い ま し た．Dimension 
Dataのサービスレイヤでは，S4B，
メールアーカイブ，バックアップおよ
びその他のサービスの統合機能を提供
しています．これらのサービスは 8 万
人のユーザが使用しており，26の機関
でシステムが統合されています．この
政府機関では，メールとコラボレー
ションソリューションへのコストが削
減されるだけでなく，セキュリティと
データ主権に関する規制要件も遵守さ
れました．

欧州の大規模な政府機関では，単一
のユニファイドコミュニケーションお
よびコラボレーションプラットフォー
ムと，すべての連邦機関のための専用
の集中型S4Bサービスプラットフォー
ムの導入を必要としていました．サー
ビスレイヤでは，プライベートクラウ
ドアーキテクチャに基づいて設計さ
れ，サードパーティのコンタクトセン
タソリューションに統合し，連邦制度
に基づく計測機能を搭載したプラット
フォームを提供しています．このソ
リューションは，セキュリティとデー
タ主権の要件に準拠し， 8 万人以上の

図 2 　サービスレイヤのコンポーネント
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ユーザ向けに拡張できるように設計さ
れた，ユニファイドコミュニケーショ
ンソリューションの総コストの削減に
役立っています．

NTT事業部門との共同 
イノベーション

前述の新しい技術分野では， NTT
の他の事業部門との連携により数多く
の取り組みが実施されています．

（1）　NTT研究所
オーストラリアのDeakin University

およびNTT研究所とのコラボレー
ションで，Deakin FLAIM Trainerプ
ロジェクトとして，生命の危険にさら
されることなく消防隊員の候補生を訓
練するためのソリューションを提供し
ています．このソリューションは，実
際に発生し得るさまざまな場面を想定
したトレーニングシナリオを可視化す
るヘッドマウント型VRディスプレイ， 
およびhitoe®仕立ての，発熱コンポー
ネントを装着した防護服で構成されて
おり，訓練生はこれらを着用すること
で，実場面のシミュレーションを体感
できます．パフォーマンスデータは分
析され，その結果は教官席のダッシュ
ボードに表示することができます．こ
の ソ リ ュ ー シ ョ ン は，NTT R&D
フォーラム2018でデモが実施されま
した．

（2）　NTTコミュニケーションズ，
Virtela

SD-WAN & MPLSをメインに世界
160カ国のPOPを利用できるグローバ
ルネットワークソリューション，
Virtela社のフルスタックハイブリッ

ドWANを，NTTコミュニケーション
ズとの連携のより提供しています．

また，今後の重要な市場分野である
ハイブリッドクラウドおよびハイブ
リッドITにおいては， NTTコミュニ
ケーションズの施設とグローバルな
データセンタと相互接続を活用した，
高度なマネージドホスティング，コロ
ケーション，データセンタの再配置な
どの要素からなるプライベートソ
リューション，パブリックソリュー
ション，およびハイパースケールソ
リューションを提供しています．

（3）　NTTセキュリティ
NTTセキュリティと協力して，10

拠点のセキュリティ運用センタを活用
して，インフラストラクチャ，ユーザ，
アプリケーションに焦点を当てた脆弱
性評価や侵入テストなどのサイバーア
ドバイザリサービスや，グローバルな
対脅威プラットフォームをマネージド
セキュリティサービスとともに提供し
ています．

（4）　NTTデータ
SAPおよびOracleの移行，SAPお

よびHEC向けのクラウドサービスな
どの製品に関してNTTデータと連携
し，ERPのスケーラビリティを実現
することをめざしています．

（5）　NTTコミュニケーションズ，
Arkadin

世界的規模でエンド ・ ツー ・ エンド
のソリューションを顧客に提供するた
めに，システム統合およびマネージド
サービス，ならびに通信経費管理と分
析によってすべてサポートする，
Office 365を含むハイブリッドITモデ

ルを，NTTコミュニケーションズお
よびArkadinと連携により実現してい
ます．

Nadeem Ahmad

Dimension DataグループのCTOオフィ
スは，NTTグループの一員として，お客さ
まのデジタルトランスフォーメーションに
向けて，継続的に取り組んでいきます．

◆問い合わせ先
NTT研究企画部門
	 R&D推進担当
E-mail　rdplan-pr ml.hco.ntt.co.jp


